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第４章 建設コンサルタントの課題と今後の方向 

 

 

居心地の良い空間をつくる社会実験の実施 

 

地域計画委員会では、社会貢献の一環として、まちづくりに関わる各種イベント運営、著作物

作成、ボランティア等の様々な活動を行っています。R7 年度の取組の１つとして、心地よい空間

づくりを目指す社会実験イベント「イコイコひろば ～シャレオを五感で楽しむ 23 日間～」を広

島の地下街シャレオの「紙屋町スウィング」にて開催しました。 

■開催概要 

日  付：令和 7 年 9月 13(土)～令和 7 年 10 月 5 日(日) 

場  所：シャレオ紙屋町スウィング 

企  画：イコイコひろば ～シャレオを五感で楽しむ 23 日間～ 

企画内容： 

広島の都心部の回遊性向上と滞留促進を目的とした空間利活用

の社会実験を行いました。広島初の地下街である紙屋町シャレオ

に人工芝やベンチ・テーブル、植栽等を配置し、アロマの香りと

心地よい音楽に包まれた、誰もが自由に遊び・休憩・自習を行え

る居心地の良い空間を創出しました。また、子育て団体等と連携

し、様々なイベントを開催しました。これらの効果を把握するた

め、利用者数の変化や滞在時間、利用者の満足度等を調査・検証

しました。 

参 加 者：1,400 人（延べ） 

■社会実験中の様子 

会場には自由に遊べる芝生広場やゆったりとした休憩スポットが設置され、連日多くの人々で

賑わいました。防災を楽しく学べるシールラリーや手品ショー、折り紙遊びなど、親子で気軽に

参加できる多彩なプログラムが日替わりで展開されたこともあり、子供から大人まで幅広い層の

利用がありました。単なる通路ではなく「みんなが集まれる居場所」となったことで、家族連れ

のお出かけや仕事帰りの憩いの場として親しまれ、活気ある空間となっていました。また来場者

アンケートでは、多くの方から「常設してほしい」という声が寄せられ、無料で子どもが安心し

て遊べる屋内スペースとして高い満足度を得られました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

社会実験中の様子 

支部のトピックス（中国支部） 




